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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オーバーコーティングされた画像を検出し、かつ、その下にあるインクベースの画像ま
たはトナーベースの画像を保護する方法であって、
　インク媒剤および紫外線吸収添加剤を含む印刷に適した透明インクを準備することと、
　インクベースの画像またはトナーベースの画像を有する、光学増白剤を含む基材を準備
することと、
　前記透明インクを、前記基材上の前記インクベースの画像または前記トナーベースの画
像の上に印刷し、前記インクベースの画像または前記トナーベースの画像に耐引っ掻き性
および耐摩耗性を与える保護性のオーバーコーティングされた画像を作製することと、
　前記基材を紫外線光源にさらし、それによって、前記基材中の前記光学増白剤を活性化
させ、前記基材と前記オーバーコーティングされた画像との間のコントラスト画像を作成
することと、
　前記コントラスト画像を形成する前記光学増白剤の活性化について前記基材を評価し、
前記オーバーコーティングされた画像における前記紫外線吸収添加剤の存在を検出するこ
ととを含む、方法。
【請求項２】
　前記透明インクが固体インクである、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記紫外線吸収添加剤が、前記透明インク中に、前記透明インクの合計重量の０．０１
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～５０重量％の量で存在する、請求項１または請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記紫外線吸収添加剤が、ヒドロキシフェニルベンゾトリアゾール、ヒドロキシフェニ
ルトリアジン、置換ベンゾフェノン、置換シンナメート、およびこれらの混合物からなる
群から選択される、請求項１～請求項３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　前記紫外線吸収添加剤が、４００ｎｍ以下のＵＶ吸収をもつ、請求項１～請求項４のい
ずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　前記紫外線光源がブラックライトである、請求項１～請求項５のいずれか１項に記載の
方法。
【請求項７】
　前記基材が、白色紙および着色紙の両方を含む、請求項１～請求項６のいずれか１項に
記載の方法。
【請求項８】
　オーバーコーティングされた画像を検出し、かつ、その下のインクベースの画像または
トナーベースの画像を保護する方法であって、
　インク媒剤および
　紫外線吸収添加剤
を含む印刷に適した透明インクを準備することと、
　インクベースの画像またはトナーベースの画像を有する、光学増白剤を含む基材を準備
することと、
　前記透明インクを、前記基材上の前記インクベースの画像または前記トナーベースの画
像の上に印刷し、前記インクベースの画像または前記トナーベースの画像に耐引っ掻き性
および耐摩耗性を与える保護性のオーバーコーティングされた画像を作製することと、
　　前記基材に、前記光学増白剤を励起させ、前記紫外線吸収添加剤によって吸収される
波長をもつ活性放射線をあて、これによって前記活性放射線が、前記基材中の光学増白剤
を活性化させ、コントラスト画像を形成する前記透明インク中の前記紫外線吸収添加剤に
よって吸収されることと、
　前記コントラスト画像を形成する前記光学増白剤の活性化について前記基材を評価し、
前記オーバーコーティングされた画像における前記紫外線吸収添加剤の存在を検出するこ
ととを含む、方法。
【請求項９】
　印刷した画像を検出する方法であって、
　インク媒剤および
　透明固体インク組成物中に、前記透明固体インク組成物の合計重量の０．０１～５０重
量％の量で存在する紫外線吸収添加剤
を含む印刷に適した透明固体インクを準備することと、
　光学増白剤を含む基材を準備することと、
　前記透明固体インクを、前記基材上に印刷し、印刷した画像を作製することと、
　前記基材を紫外線光源にさらし、前記基材中の前記光学増白剤を活性化させ、前記基材
と前記印刷された画像との間にコントラスト画像を作製することと、
　前記基材について、前記コントラスト画像を形成する前記光学増白剤の活性化を評価し
、前記印刷された画像における前記紫外線吸収添加剤の存在を検出することとを含む、方
法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、一般的に、例えば、インクベースの画像およびゼログラフィー画像にオーバ
ーコートを塗るために使用可能な、透明または実質的に無色のオーバーコート組成物に関



(3) JP 5750078 B2 2015.7.15

10

20

30

40

50

する。本明細書に記載のオーバーコート組成物は、１種類以上の紫外線（ＵＶ）吸収添加
剤を含む透明固体インクである。また、基材（例えば、表面に印刷された画像を含む基材
）と組み合わせた状態でオーバーコート組成物を使用し、検出する方法およびシステムも
記載される。
【背景技術】
【０００２】
　ワックスベースのインク（相転移インクまたは固体インクとして知られる場合もある）
を用い、加熱した圧電インクジェットヘッドまたは音響インクジェットヘッドを用い、紙
の上にデジタル画像を作成する。印刷ヘッドによるインク液滴の放出は、電気的に制御さ
れる。いくつかの実施形態では、熱い液滴は、中間体表面（多くはアルミニウムドラム）
に衝突すると部分的に冷える。中間体表面に完全な画像が並び、次いで、紙に転写され、
圧力と熱を組み合わせることによって紙の上に固定され、固体インクになるか、またはワ
ックスベースのインク印刷物になる。または、ワックスベースの画像を基材に直接印刷し
てもよい。また、紙に直接印刷された画像が圧力および熱の組み合わせにさらされ、基材
の上に画像が固定される。
【０００３】
　インクまたはトナーベースの画像を保護する既知の方法は、基材にオーバーコート組成
物を塗布することを含む。しかし、これら両者の表面を後でコーティングするのは困難な
場合がある。それに加えて、固体インクまたはワックスベースのインクを用いて作成した
印刷物のコーティングは、このような印刷物の堅牢性が、インクジェットまたはゼログラ
フィーによる印刷物と比較すると相対的に低いという事実のため、特に難しい場合がある
。この事実は、広告用メール、すなわち「ダイレクトメール」の業界で用いられる用途で
は、かなり問題となる。ダイレクトメール用途での従来のアプローチは、文字を、目に見
える画像に対して登録されている透明インクの文字画像でオーバーコートすることであり
、このアプローチは、他の色（例えば、シアン（ｃ）、マゼンタ（ｍ）、イエロー（ｙ）
、黒色（ｋ））で用いられているのと同じ様式で透明色の印刷および登録を必要とする。
色を用いる場合、印刷および登録は、特定のシステム、例えば、目に見える色を検出する
ための構成をもつイメージ－オン－ウェブ－アレイ（ＩＯＷＡ）インラインスキャニング
センサを用いて達成される。しかし、このようなシステムに透明インクを用いる際の問題
点は、透明インクが透明であるために検出不可能であることである。したがって、現行の
システムは、検出可能な透明固体インクを必要としている。
【０００４】
　上記の問題に対処するために、以前提案された方法は、透明オーバーコートインク組成
物に蛍光または赤外光（ＩＲ）に感受性の材料を用いていた。しかし、蛍光材料には、例
えば、透明蛍光染料に特有の費用の高さ、白色光沢紙でのコントラストが悪いこと、熱安
定性が悪いことのような、いくつかの欠点がある。また、ＩＲ染料にも、固体インク基剤
のような極性の低い媒体への溶解度が悪いといった欠点がある。また、ＩＲ染料は、透明
オーバーコートを可視化する通常の光線条件で、完全に見えないというわけではない。ま
たは、２０１０年４月９日に出願されたＭｉｃｈｅｌｌｅ　Ｎ．Ｃｈｒｅｔｉｅｎらに対
する米国特許出願第１２／７５７，４１５号（代理人整理番号２００９０２８６－ＵＳ－
ＮＰ）は、透明ＵＶゲルインクを用いることによる、紙基材の蛍光測定の使用を提案して
いる（引用することで本明細書に組み込まれる）。しかし、この方法は、透明固体インク
オーバーコート組成物を用いた場合にはうまくいかない。なぜなら、固体インクは、現時
点で容易に入手可能なＵＶ光であるブラックライトをあてても吸収がないからである。
【０００５】
　したがって、固体インクおよびトナーベースの画像を保護するのに使用可能であり、特
に、商業的な印刷用途において、トナーベースの画像およびインクベースの画像に対し、
例えば、熱安定性および光安定性、耐引っ掻き性、耐摩耗（または摩擦）性を含むオーバ
ーコートコーティングの性質を与え、さらに、現行の印刷および登録システムで用いられ
るスキャニングセンサによって検出可能なオーバーコート組成物が依然として必要とされ
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ている。
【発明の概要】
【０００６】
　本明細書に示される実施形態によれば、オーバーコーティング組成物、インクベースの
印刷物およびゼログラフィー印刷物とともに使用する方法が提供される。
【０００７】
　一実施形態では、インク媒剤および紫外線吸収添加剤をさらに含む透明オーバーコート
組成物を与えることと、この透明オーバーコート組成物を、光学増白剤を含む基材の上に
あるインクベースの画像またはトナーベースの画像に塗布することと、オーバーコーティ
ングされた画像を紫外線源にさらし、基材中の光学増白剤を活性化させ、コントラスト画
像を作成することと、オーバーコーティングされた画像について、画像センサを用いて活
性化を評価し、紫外線吸収添加剤の存在を検出することとを含む、インクベースの画像ま
たはトナーベースの画像を保護するために用いられる透明オーバーコート組成物を検出す
る方法が開示されている。
【０００８】
　さらに別の実施形態では、インク媒剤と、紫外線吸収添加剤とを含み、紫外線吸収添加
剤が、ヒドロキシフェニルベンゾトリアゾール、ヒドロキシフェニルトリアジン、置換ベ
ンゾフェノン、置換シンナメート、およびこれらの混合物からなる群から選択され、透明
固体インク組成物中に、透明固体インク組成物の合計重量の約０．１～約１０重量％の量
で存在する、透明固体インク組成物が提供される。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１は、ＵＶ吸収添加剤を含む透明ベースインク（ＳＩ）と、ＵＶ吸収添加剤を
含まないＳＩの吸光度の差を示すグラフである。
【図２】図２は、ＵＶ吸収添加剤を含む透明インクオーバーコート組成物と、ＵＶ吸収添
加剤を含まない透明インクオーバーコート組成物とについて、ブラックライトの下での検
出可能性の差を示す写真である。
【図３Ａ】図３Ａは、種々の紙基材の上で、ＵＶ吸収添加剤または蛍光添加剤を含む種々
の透明インクオーバーコート組成物について、ブラックライトの下での検出可能性の差を
示す写真である。
【図３Ｂ】図３Ｂは、種々の紙基材の上で、ＵＶ吸収添加剤または蛍光添加剤を含む種々
の透明インクオーバーコート組成物について、ブラックライトの下での検出可能性の差を
示す写真である。
【図３Ｃ】図３Ｃは、種々の紙基材の上で、ＵＶ吸収添加剤または蛍光添加剤を含む種々
の透明インクオーバーコート組成物について、ブラックライトの下での検出可能性の差を
示す写真である。
【図３Ｄ】図３Ｄは、種々の紙基材の上で、ＵＶ吸収添加剤または蛍光添加剤を含む種々
の透明インクオーバーコート組成物について、ブラックライトの下での検出可能性の差を
示す写真である。
【図３Ｅ】図３Ｅは、種々の紙基材の上で、ＵＶ吸収添加剤または蛍光添加剤を含む種々
の透明インクオーバーコート組成物について、ブラックライトの下での検出可能性の差を
示す写真である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　上に説明したとおり、固体インクおよびトナーによる画像を保護するのに使用可能であ
り、特に、商業的な印刷用途において、トナーベースの画像およびインクベースの画像に
対し、例えば、熱安定性および光安定性、耐引っ掻き性、耐摩耗（または摩擦）性を含む
オーバーコートコーティングの性質を与え、さらに、現行の印刷および登録システムで用
いられるスキャニングセンサによって検出可能なオーバーコート組成物が依然として必要
とされている。いくつかの実施形態では、オーバーコート組成物は、透明固体インクの基
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剤の一部として用いられる。例えばダイレクトメール用途を含む主要な市場では、メール
を取り扱うプロセスの間、印刷物は高画質を維持しなければならない。現行の固体インク
は、このような要求を満たしていない。もっと一般的には、今日市販されている固体イン
クを用いて製造された印刷物の堅牢性は、インクジェットまたはゼログラフィーによる印
刷物と比較すると、相対的に低い。このように、本実施形態は、保護を必要とする特定の
画像をコーティングする透明または実質的に無色のオーバーコート組成物を用いることに
よってこれらの問題を解決する。ダイレクトメールの場合、このことは、保護を必要とす
る特定の文字、例えば、メール受取人の住所および名前を、透明オーバーコート組成物を
用いて、オーバーコーティングすることを意味する。
【００１１】
　ＣＭＹＫカラーを用いる場合と同様に、透明オーバーコート層は、一貫性のある高品質
の印刷物にするために、印刷プロセス中にキャリブレーションを必要とする。カラーを用
いる場合、このキャリブレーションは、現時点ではＩＯＷＡインラインスキャニングセン
サのようなシステムを用いて行われ、このシステムによって目に見える色を検出すること
ができる。これにより、色の登録、ヘッドアラインメント、欠けている吐出部の検出、均
一な検出などが可能になる。しかし、このような透明オーバーコート組成物を用いること
の障害は、透明組成物がＩＯＷＡのようなシステムでは検出できず、これらの現行システ
ムを用い、一貫性のあるオーバーコート印刷物を確実に得ることができないことである。
このシステムは、必要なときには検出可能であるが、オーバーコートの透明色に対して悪
影響を与えない透明オーバーコート組成物を必要とする。上述のように、従来の方法は、
透明オーバーコート組成物に蛍光感受性材料またはＩＲ感受性材料を用いることを提案し
ているが、これらの材料は、いくつかの欠点を受けてしまう。他の方法は、透明ＵＶゲル
オーバーコート組成物を使用するが、この組成物は、照射される波長で吸収を持たない（
ブラックライト（３６５ｎｍのＵＶ光）では検出することができない）ため、白色紙の上
でコントラストをうまく示すことができないので、固体インク基剤を用いるとうまくいか
ないことがわかっている。したがって、このような固体インクオーバーコート組成物は、
ＩＯＷＡシステムを用いてキャリブレーションすることができなかった。
【００１２】
　本実施形態は、固体インクベース材料を含み、固体インクベース材料にＵＶ吸収透明添
加剤を加えることによって作られる透明オーバーコート組成物を用いることによって、上
述の問題を克服する。添加剤は、励起波長で非常に高い吸光度をもつインクを与える。こ
のように、オーバーコート組成物は、ある種の光学増白剤を含む基材に印刷されたとき、
ＵＶ光、例えば、ブラックライトで簡単に検出することができる。蛍光添加剤とは異なり
、ＵＶ吸収添加剤は、ＵＶ入射光をブロックするが、実際には、ＵＶ光によって励起され
ない。基材の光学増白剤は、ＵＶ入射光によって活性化され、典型的には青色の光を放出
するため、検出に必要なコントラストが与えられる。ＸＥＲＯＸ　４２００のような通常
用いられる白色紙は、このような光学増白剤を含んでいる。
【００１３】
　光学増白剤は、ＵＶ入射光にさらされると青色または緑色の光を発する透明または無色
の材料である。いいかえると、光学増白剤は、無色の蛍光材料である。光学増白剤は、発
した光が、基材に起こり得る黄変を相殺し、白色紙またはパステル色の紙に対し光沢のあ
る基材を与えるため、添加剤として紙基材に広範囲に用いられる。プラスチックでは、光
学増白剤を用い、白色に対して光沢のある外観を与える。ｗｗｗ．ｃｏｌｏｕｒ－ｉｎｄ
ｅｘ．ｏｒｇ．でＣｏｌｏｒ　Ｉｎｄｅｘ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ（ＣＩ）によっ
て特定される、約４００例の既知の光学増白剤が存在する。基本的な種類の光学増白剤と
しては、例えば、トリアジン－スチルベン（ジ－、テトラ－またはヘキサ－スルホン化さ
れたもの）、クマリン、イミダゾリン、ジアゾール、トリアゾール、ベンズオキサゾール
、ビフェニル－スチルベンなどが挙げられる。
【００１４】
　ＵＶ光にさらされると、白色の紙シートは、紙に含まれる光学増白剤がＵＶ光によって
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励起するため、強い青色の光を発する。その結果、ＵＶ吸収添加剤を含む固体インクベー
ス材料で印刷された白色光沢紙上の領域は、通常の可視化する光線条件では無色であると
思われるが、システムにＵＶ光源（例えば、ブラックライト）が取り付けられている限り
、明るい青色のバックグラウンドの上に黒く見え、目に見える優れたコントラストを与え
、ＩＯＷＡキャリブレーションプロセスで用いるために透明オーバーコート組成物を検出
することができるだろう。ブラックライト源は、簡単に入手可能であり、安全性の問題も
ない。したがって、本実施形態は、従来技術と比較した場合、かなりの費用削減、実施容
易性という利点をすぐに与える。
【００１５】
　本明細書に開示するオーバーコート組成物は、透明であるか、実質的に無色である。本
明細書で使用する場合、「実質的に無色」は、オーバーコート組成物が、目で見ると実質
的または完全に透明または無色であることを指す。このため、この組成物は、実質的に着
色剤を含まなくてもよい。
【００１６】
　適切なＵＶ吸収添加剤は、スペクトルのＵＶ範囲、一般的に、４００ｎｍより小さな波
長、または約３３０ｎｍ～約４００ｎｍの波長で構成される範囲に強い吸収をもつ。特に
興味深いのは、約３３０ｎｍ～約４００ｎｍのスペクトル範囲に強い吸収をもつＵＶ吸収
添加剤を含む実施形態である。なぜなら、この添加剤が、約３５０ｎｍ以上の波長で操作
されるＵＶブラックライト源から発せられるＵＶ光の有効な吸収剤であるからである。
【００１７】
　本実施形態では、所定量の（例えば、ヒドロキシフェニルベンゾトリアゾール群の化合
物からの）ＵＶ吸収添加剤を含む透明インクオーバーコート組成物は、ＩＯＷＡシステム
で検出可能であることが示されていた。特定の実施形態では、約２重量％の２－（２Ｈ－
ベンゾトリアゾール－２－イル）－ｐ－クレゾール（フェノール置換されたベンゾトリア
ゾール（Ｃｉｂａ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ（Ｂａｓｅｌ、Ｓｗｉｔｚ
ｅｒｌａｎｄ）からＴＩＮＵＶＩＮ　Ｐ光吸収材料として入手可能）を含む透明インクオ
ーバーコート組成物が検出可能であることが示された。他のＵＶ吸収添加剤としては、例
えば、ＣＩＢＡから入手可能な他のＴＩＮＵＶＩＮ材料のような他のヒドロキシフェニル
置換されたベンゾトリアゾールが挙げられる。例としては、ＴＩＮＵＶＩＮ　１２３、３
２６、１７１、２３４、３２８、Ｇｒｅａｔ　Ｌａｋｅｓ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｒｐ
ｏｒａｔｉｏｎからＬＯＷＩＬＩＴＥ　２３４として市販される２－（２－ヒドロキシ－
３，５－ジ（１，１－ジメチルベンジル））－２Ｈ－ベンゾトリアゾールが挙げられる。
他のベンゾトリアゾールとしては、ＬＯＷＩＬＩＴＥ　２６、２７、２８、２９、３５（
すべてＧｒｅａｔ　Ｌａｋｅｓ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙから入手可能）など
、およびこれらの混合物が挙げられる。他の適切な材料は、ＢＡＳＦからＴｉｎｏｓｏｒ
ｂ　Ｓとして上市されているビス－エチルヘキシルオキシフェノールメトキシフェニルト
リアジン）のようなヒドロキシフェニル置換されたトリアジン、商品名Ｔｉｎｏｓｏｒｂ
　ＯＭＣで入手可能なオクチルメトキシシンナメートのような置換シンナメート、置換ベ
ンゾフェノン材料、例えば、Ｍｉｃｈｉｇａｎ（ＵＳＡ）のＧｒｅａｔ　Ｌａｋｅｓ　Ｃ
ｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（現在はＣｈｅｍｔｕｒａ　Ｃｏｒｐｏｒａｔ
ｉｏｎ．Ｉの一部である）から商品名ＬＯＷＩＬＩＴＥ　２０で入手可能な２－ヒドロキ
シ－４－メトキシベンゾフェノンが挙げられる。
【００１８】
　いくつかの実施形態では、ＵＶ吸収添加剤は、オーバーコート組成物中に、オーバーコ
ート組成物の合計重量の約０．０１～約５０重量％、または約０．１～約１０重量％、ま
たは約０．２～約５重量％の量で存在する。比較のために、この添加剤を含まない透明オ
ーバーコート組成物を用いて作成したサンプルは、ブラックライト（３６５ｎｍのＵＶ光
）のようなＵＶ光で単純には検出することができなかった。対照的に、このＵＶ吸収添加
剤を含むオーバーコートサンプルは、白色紙（ＸＥＲＯＸ　４２００）および種々の着色
紙（ＸＥＲＯＸ　Ｐａｓｔｅｌ）に印刷した場合、完全に検出することができた。本実施
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形態は、白色紙基材とともに用いた場合、優れたコントラストを与え、特に有益である。
比較のために、蛍光添加剤を用いて作成したサンプルは、その蛍光が、白色紙の青色蛍光
によって隠されるか、または青色蛍光の方が大きいため、白色紙上でのコントラストが悪
いことが示された。蛍光添加剤の中では、赤色を発する染料のみが、ある程度コントラス
トを示した。したがって、本実施形態は、透明固体インクオーバーコート組成物を検出可
能にするために、簡単で非常に有効な溶液を与える。したがって、本実施形態は、例えば
、ＵＶ吸収添加剤が、蛍光染料およびＩＲ染料に比べてかなり安価なため、顕著な費用低
減、化学安定性および熱安定性、透明インク基剤に対する優れた溶解度、白色紙基材上で
の優れたコントラスト、着色紙および高収率紙の両方での検出可能性、通常の光線使用条
件で完全に見えない状態であることのように、従来技術に比べて多くの利点を与える。
【００１９】
　透明インクオーバーコート組成物は、典型的には、少なくともインク媒剤またはバイン
ダーと、少なくとも１種類のＵＶ吸収添加剤とを含む。媒剤は、エチレン／プロピレンコ
ポリマー、酸化した合成ワックスまたは石油ワックスのウレタン誘導体、ｎ－パラフィン
系炭化水素、分岐パラフィン系炭化水素、ナフテン系炭化水素、高度に分岐した炭化水素
、エトキシル化アルコール、直鎖アルコール、炭化水素系ワックス、グラフト共重合によ
って調製したポリオレフィンの改質無水マレイン酸炭化水素付加物、モノアミドおよびテ
トラアミドの混合物、およびこれらの混合物からなる群から選択されるものを含んでいて
もよい。また、インク媒剤は、ＵＶ放射線硬化性であってもよく、例えば、パラフィン、
微晶質ワックス、ポリエチレンワックス、エステルワックス、脂肪酸、脂肪族アミドを含
有する材料、スルホンアミド材料、エトキシル化アルコール、直鎖アルコール、およびこ
れらの組み合わせからなる群から選択されるものであってもよい。
【００２０】
　また、インク媒剤は、例えば、パラフィン、微晶質ワックス、ポリオレフィンワックス
（例えば、ポリエチレンまたはポリプロピレンワックス）、エステルワックス、脂肪酸お
よび他のワックス状材料、脂肪族アミドを含有する材料、スルホンアミド材料、異なる天
然源（例えば、トール油ロジンおよびロジンエステル）から作成した樹脂状材料、合成ワ
ックスのようなワックスを含んでいてもよい。ワックスは、インクの約５重量％～約２５
重量％の量で存在していてもよい。適切なワックスの例としては、Ａｌｌｉｅｄ　Ｃｈｅ
ｍｉｃａｌ　ａｎｄ　Ｐｅｔｒｏｌｉｔｅ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから入手可能なポリ
プロピレンおよびポリエチレン、Ｍｉｃｈａｅｌｍａｎ　Ｉｎｃ．およびＤａｎｉｅｌｓ
　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　Ｃｏｍｐａｎｙから入手可能なワックスエマルション、Ｅａｓｔｍ
ａｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ、Ｉｎｃ．から市販されているＥＰＯＬＥＮ
Ｅ　Ｎ－１５、ＶＩＳＣＯＬ　５５０－Ｐ（三洋化成工業株式会社から入手可能な平均分
子量が小さいポリプロピレン）および類似の材料が挙げられる。選択される市販のポリエ
チレンは、通常は、分子量が約１，０００～約１，５００であるが、本発明のトナー組成
物に利用される市販のポリプロピレンは、分子量が約４，０００～約５，０００であると
考えられる。適切な官能化ワックスの例としては、例えば、アミン、アミド、イミド、エ
ステル、四級アミン、カルボン酸またはアクリルポリマーエマルション、例えば、ＪＯＮ
ＣＲＹＬ　７４、８９、１３０、５３７、５３８（すべてＳＣ　Ｊｏｈｎｓｏｎ　Ｗａｘ
から入手可能）、Ａｌｌｉｅｄ　ＣｈｅｍｉｃａｌおよびＰｅｔｒｏｌｉｔｅ　Ｃｏｒｐ
ｏｒａｔｉｏｎおよびＳＣ　Ｊｏｈｎｓｏｎ　ｗａｘから市販されている塩素化ポリプロ
ピレンおよびポリエチレンが挙げられる。
【００２１】
　本実施形態のオーバーコート組成物は、従来の添加剤に関連する既知の機能性を利用す
るために、従来の添加剤をさらに含んでいてもよい。このような添加剤としては、例えば
、消泡剤、すべり剤およびレベリング剤などが挙げられる。
【００２２】
　本実施形態のオーバーコート組成物を、画像を受け入れる基材の上に直接吐出してもよ
い。次いで、オーバーコート組成物を、接触レベリングまたは非接触レベリングによって
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、平らにしてもよい。本実施形態を、中間基剤を使用する転写固定インクジェットデバイ
ス、例えば、固体インクジェットプリンタ、インクジェットプリンタ、またはインクジェ
ットファクシミリ機で用いてもよい。しかし、本明細書のシステムおよび方法は、中間体
基材を用いることなく、画像を受け入れる媒体に直接画像を吐出する直接印刷システムに
も同様に適用することができる。また、本明細書のシステムおよび方法は、放射線、また
はＵＶ吸収添加剤が吸収する波長の光を発光する放射線発光源の使用を含んでおり、それ
によって、光学増白剤を活性化させ、添加剤によってブロックされるだろう。いくつかの
実施形態では、放射線発光源は、約３００～約４００ｎｍの範囲の波長の活性化放射線を
作り出す。この様式で、その後に、透明インクオーバーコート組成物の有無は、画像セン
サによって検出することができ、相対強度によって、インクの量を検出することができる
。
【００２３】
　本開示のオーバーコート固体インクを、インクベースの画像またはトナーベースの画像
を基材の上に作成した後、画像を作成することと、オーバーコート組成物を、基材全体の
上に、画像全体の上に、画像の一部分に、基材の一部分に、またはこれらの組み合わせに
対してインクジェット印刷することと、オーバーコート固体インクを硬化させることとを
含む画像処理に用いてもよい。
【００２４】
　利用する基材は、印刷物の最終的な使用に依存して、ある種の光学増白剤を含む任意の
適切な基材であってもよい。例示的な基材としては、限定されないが、普通紙、コーティ
ング紙、プラスチック、ポリマー膜、処理済セルロース、木材、ゼログラフィー用基材、
セラミック、繊維、金属およびこれらの混合物が挙げられ、場合により、これらをコーテ
ィングする添加剤を含む。
【００２５】
　トナーベースの画像をコーティングする場合、まず、融合したトナーベースの印刷物を
得て、次いで、吐出可能なオーバーコート組成物を含むインクジェットプリンタに入れる
。トナーベースの印刷物は、任意の適切なゼログラフィー技術またはその改変技術によっ
て調製することができる。同様に、インクベースの画像をコーティングする場合、まず、
インクベースの画像を作成し、これを吐出可能なオーバーコート組成物を含むインクジェ
ットプリンタに入れる。インクジェットプリンタを用いてインクベースの画像を作成する
場合、インクベースの画像を、吐出可能なオーバーコート固体インクを含む別個のインク
ジェットプリンタに入れてもよく、または、インクジェットインクが、上述の組成物と同
じインクジェットプリンタに格納されていてもよく、これにより、インクジェットによる
インク画像が生成した後に、上述の組成物が、基材および／または画像の上に、無色透明
の流体としてコーティングされる。オーバーコート組成物を、インクベースの画像、特に
、インクジェットプリンタを用いて作成した画像の上にコーティングする場合、画像は、
任意の適切な従来プロセスまたはその改変プロセスによって調製することができる。オー
バーコート組成物が固体インクの一部である場合、インクベースの画像は、単純に、固体
インク組成物を基材に直接塗布することによって作成される。この場合、インクベースの
画像は、画像作成のときにすでにオーバーコート組成物を含んでいるだろう。
【００２６】
　この組成物を画像または画像の一部、基材および／または基材の一部に別個にコーティ
ングする場合、異なる解像度レベルになるように塗布してもよい。例えば、この組成物を
、印刷ハーフトーンドットの解像度で塗布してもよく、画像の別個の部分の解像度で塗布
してもよく、または、画像の別個の部分よりも少し低い解像度で塗布してもよく、基材の
うち、画像のない領域でオーバーコート固体インクがある程度重なり合ってもよい。典型
的な組成物の堆積量は、液径が約５～約５０ピコリットルの量である。この組成物を、任
意の既知のインクジェット印刷技術（例えば、ドロップ－オン－デマンド式のインクジェ
ット印刷、限定されないが、圧電式および音響式のインクジェット印刷を含む）を用いて
画像を作成する任意の段階で、画像の上を少なくとも１回通過させることによって塗布し
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てもよい。この組成物の塗布は、画像を作成するために用いられるのと同じ情報を用いて
制御することができ、画像およびオーバーコート固体インクを製造するのに必要なのは、
たった１個のデジタルファイルである。したがって、オーバーコート組成物は、完全にデ
ジタルである。
実施例
【００２７】
　（比較例）
　従来の透明固体インクオーバーコートが検出できないこと（ＵＶ　ＶＩＳ吸収スペクト
ル）
　融点が約１００℃の長鎖アルコール（３０～７０個の炭素原子を含む混合物）からなり
、ＵＶ添加剤（ＴＩＮＵＶＩＮ　Ｐ）を含むか、または含まない相転移材料から作成した
従来の透明オーバーコート固体インクベース（ＳＩ）のサンプルを、５ミクロンのスペー
サーを備える石英スライドの間に溶融組成物を置くことによって作成した。
【００２８】
　図１に示すように、透明ベースインク（ＳＩ）は、本質的に検出波長で吸収をもたない
（３６５ｎｍのＵＶ）。対照的に、２％のＴＩＮＵＶＩＮ　Ｐ（ＵＶ吸収添加剤）を加え
ると、新しいインクは、ＵＶ範囲で大きな吸収をもつ（赤色の線）。結果として、添加剤
を含まないサンプル（そのもの）は、白色紙に印刷したとき、コントラストを示さない（
検出することができない）と予想されることになる。
【００２９】
　（検出試験）
　白色紙（ＸＥＲＯＸ　４２００）および黄色紙（ＸＥＲＯＸ　Ｐａｓｔｅｌ）基材の上
に透明インクベースおよび透明固体インクオーバーコート基剤で線を描き（相転移インク
ベースをＸｅｒｏｘ　ＣｏｌｏｒＱｕｂｅプリンタで使用し）、ＴＩＮＵＶＩＮ　ＰをＵ
Ｖ吸収添加剤として用いることによって作成したオーバーコートを検出するために比較し
た（以下の表１のように特定）。
【００３０】
　図２に示すように、左から右へと線を描いた。（１）ＣｏｌｏｒＱｕｂｅ固体インク透
明基剤、（２）従来の透明固体インクオーバーコート、（３）ＴＩＮＵＶＩＮ添加剤を含
む従来の透明固体インクオーバーコート（以下の表１のように特定）。検出のためにサン
プルをブラックライトにさらした。図２は、白色紙および黄色紙の両方で、線（１）およ
び（２）はコントラストがまったくない（検出されない）ことを示す。本実施形態の添加
剤を含むサンプル（３）のみが、検出可能であった。
【００３１】
　（実施例１）
　インクの調製
　上の比較例で示されるように、従来の固体インクオーバーコート材料を検出することが
できないことを確認した後、検出可能な固体インクオーバーコートを現像し、すでに報告
されている蛍光染料添加剤によるアプローチを用いた場合の効率を比較するために、焦点
をシフトさせた。
【００３２】
　ホットプレート上で０．１００ｇの添加剤を９．９００ｇの溶融した透明インクベース
に溶解し、撹拌することによって、「検出可能な」添加剤を含む数種類の透明インク組成
物を調製した。このプロセスによって、均一に分散した透明インクを製造し、これをさら
に評価した。比較のために、ＵＶ吸収添加剤サンプルと、透明蛍光添加剤を用いて作成し
たサンプルとを調製した。それに加えて、以下の２種類の透明インクを用いた。１つめは
、従来の透明オーバーコート組成物（融点が約１００℃の相転移材料に由来する）であり
、２つめは、現在市販されているＣｏｌｏｒＱｕｂｅインクベースである。表１は、調製
したインクのリストである。
【００３３】
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【表１】

【００３４】
　透明青色蛍光染料を用いて作成したインク（表１に（ｂ）および（ｃ）として特定）が
、透明オーバーコートベース中で蛍光をもたないという驚くべき観察結果であった。透明
オーバーコートベース材料は、３６０ｎｍ（検出に使用）で光を吸収しないため、消光が
起きたと考えられる。置換された長鎖アルキル材料である透明オーバーコートに由来する
相転移材料が蛍光染料と反応し、これにより蛍光染料が分解したようである。その結果と
して、これらの染料は、蛍光の検出に役に立たなくなる。この理由のために、Ｃｏｌｏｒ
Ｑｕｂｅベースを用いてサンプルを調製し（表１に（ｄ）として特定）、予想どおり蛍光
が観察された。したがって、ＣｏｌｏｒＱｕｂｅ基剤を用い、青色蛍光染料の概念を用い
たものと、ＵＶ吸収添加剤とを比較した。このことにより、蛍光染料が化学的に不安定で
あるという問題が示されている。
【００３５】
　少量のインクを調製し、冷却した（固い）インクを用い、実際の「印刷物」を手書きに
よって作成した。この方法でも、それぞれのインクを用いた検出概念を示すのに十分であ
る。
【００３６】
　検出
　記憶を調べるために格納装置で一般的に用いられる種類の光であるＵＶ光（３６５ｎｍ
）を照射することによって、検出を行った。以下の数種類の紙基材を用いた。（１）白色
紙（ＸＥＲＯＸ　４２００、高光沢）（図３Ａ）、（２）ＸＥＲＯＸ高収率ビジネス用紙
（低光沢の紙）（図３Ｂ）、（３）ＸＥＲＯＸ　Ｐａｓｔｅｌ　Ｂｌｕｅ紙（図３Ｃ）、
（４）ＸＥＲＯＸ　Ｐａｓｔｅｌ　Ｇｒｅｅｎ紙（図３Ｄ）、（５）ＸＥＲＯＸ　Ｐａｓ
ｔｅｌ　Ｙｅｌｌｏｗ紙（図３Ｅ）。
【００３７】
　目的は、ダイレクトメールのような用途に好ましい種々の種類の紙基材の上で、さまざ
まな種類のインクの検出可能性を試験することであった。図３Ａ～３Ｅは、ＵＶ検出光の
下での外観を示す。通常の光線条件下で、「印刷物」（単純な線によってあらわされる）
は、すべての紙基材の上である程度光沢があるが、透明の線として、同じように見えた。
すべての写真で、書かれたインクの順序は左から右に、ＵＶ吸収性（表１に（ａ）として
特定）、赤色蛍光（表１に（ｆ）として特定）、緑色蛍光（表１に（ｅ）として特定）、
青色蛍光（表１に（ｄｄ）として特定）である。すべてをブラックライトの下で見た。
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【００３８】
　結果
　ＵＶ吸収添加剤を含むインクは、白色および着色した５種類すべての紙基材について暗
い青色の線として検出可能であった。ＵＶ吸収添加剤は、白色の光沢紙（ＸＥＲＯＸ　４
２００）で特に有利であった。
【００３９】
　蛍光染料は、本質的に検出するのが難しく、特に、図３Ａ～３Ｅで、青色を検出するこ
とができない。この現象は、染料が発した蛍光が、本質的に、紙の光学増白剤添加剤が発
した強い青色によって隠されてしまったために起こる。赤色を発光する染料のみが、ある
程度コントラストを示した。蛍光添加剤は、着色した紙基材（色のため、光沢が少ない）
の上で検出するのが最も簡単である。また、蛍光添加剤の中で、ＵＶ吸収材料と同様の検
出可能性を発揮するものはなかった。

【図１】
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【図３Ａ】

【図３Ｂ】
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【図３Ｃ】



(15) JP 5750078 B2 2015.7.15

【図３Ｄ】
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【図３Ｅ】
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